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１ 単元名  「物の体積と力」（東京書籍 ４年） 
 
２ 単元について 
（１）目 標 
  空気でっぽうや注射器を使って，空気はおし縮められおし返す力は大きくなるが水はおし縮められ

ないことを、閉じこめた空気と水を比較し調べ，力を加えたときの空気や水の性質について考えをも

つことができるようにする。  
（２）指導にあたって 
  本単元の学習では，閉じ込めた空気や水に力を加える実体験を通して，空気と水の性質についての

見方や考え方ができるようにしていくことと，力を加えたとき，空気はおされて体積が小さくなるに

つれて手ごたえが大きくなるが水は体積が変わらないという，体積変化と手ごたえを関係づけて考え

ることができるようにしていくことをねらいとしている。 
  児童にとって本単元で扱う「空気」は，生活の中で意識して手ごたえを感じたり体積を実感として

とらえたりする機会は少ない。そこで，空気を閉じ込めて空気のかさや弾力を実感する活動を通して，

空気の存在を体感させながら授業の展開を図っていく。また、閉じ込められた空気の重さを調べるこ

とで３学年に学習した物には重さがあることと関連させ，物質としての空気の存在を実感させイメー

ジを持たせるようにする。 
  指導にあたっては、目的意識をもった実験や観察を大切にすることで，空気や水の性質に興味・関

心を抱かせ、一人ひとりに実験を通して確認させ自分なりの考えをもたせたい。予想や考察での個々

の考えを図や言葉で表現させることで，発見したことや考えたことをより明確にして学び合いにいか

していきたい。 
（３）指導計画（6 時間） 
  第１次 空気でっぽうで玉を飛ばそう（2 時間） 
  第 2 次 空気や水をおすと体積はどうなるか（４時間）本時は１／４ 
（４）評価規準 
  ○ 閉じ込めた空気や水に力を加えたときの現象に興味・関心をもち，進んで空気と水の性質を調

べようとしている。（関・意・態） 
  ○ 閉じ込めた空気や水の体積やおし返す力の変化によっておこる現象とそれぞれの性質を関係

づけて考察し，自分の考えを表現している。（思・表） 
  ○ 容器を使って空気や水の変化を調べる実験や物づくりをし，変化の過程や結果を記録している。

（技能） 
  ○ 閉じ込めた空気をおすと，体積は小さくなるが，おし返す力は大きくなること，また水はおし

縮められないことを理解している。（知・理）                                               

 
３ 本時の指導 
（１）目 標 
  ○ 注射器に閉じこめた空気をおしたときの体積や手ごたえの変化を調べ，その変化を関係づけて

考えることができる。 
（２）研究の視点に関わっての工夫 
  ◎視点１－予想や実験結果をイメージ図や表・言葉でかきとめることで，自分なりの予想を持った

実験をさせ，結果については予想と比較しながら考察させたい。 
  ◎視点２－イメージ図の比較検討の場を設定し学び合い，閉じ込められた空気は体積や手ごたえに

変化があるというまとめに結び付けたい。 



（３）展 開 
段階 学習内容と活動 活動への支援（・）評価（◆）視点（◎） 
つ

か

む 
 
５ 

１ 前時に設定しておいた，本時の課題を確認

する。 
注射器に閉じ込めた空気はおすとどうなる

のだろう。 
 

・前時の学習内容と疑問からでた課題を想起さ

せ，課題を確認させる。 

自

分

の

考

え

を

持

つ 
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２ 見通しをもつ 
・注射器を用いて空気を閉じ込める実験につい

て理解を深める。 
・はじめのめもりを読んでおく。（２０ml） 
・注射器は，めもりが見えるようにして，し

っかりとおさえる。 
・押し切ったところのめもりを読む。 
・２本の注射器を同時におし，１５ml・１０

ml で止め手ごたえを比べる。 
○自分の予想をワークシートに書く。 
・ワークシートの注射器の図にピストンの位置

や押したときの様子を予想しかく。 
３自力解決する  
○空気の体積がかわるかどうか実験を行う。 
・注射器をおす前の最初の目盛りを確認してか

ら実験を行う。 
・何度か注射器をおす実験を行い，その結果を

ワークシートに記入する。 
・２人組で１５ml・１０ml の手ごたえを比較し

ワークシートに記入する。 
○注射器の中の空気の様子を自分なりのイメー

ジを持ち図や言葉で表現する。 

 
・全員の初めの目盛りを同じにすることなど，

ワークシートや注射器模型を用いて，実験の

方法を理解させる。 
・ワークシートの記入方法を理解させる。 
◆実験の方法を正しく理解している。（観察） 
◎予想の図をシートにかかせ，自分なりの視点

を持って実験できるようにさせる。（視点１） 
・前玉がとび出さなくても，押し棒を押すと後

玉が前に動くことから，「空気の体積は変化

するのではないか」という予想へ導きたい。 
・手ごたえの変化がとらえられない子どもに

は，２人組で１５ml と１０ml のめもりのと

ころでとめて，そのときの手ごたえを比べさ

せる。 
・もとの体積にもどろうとする性質がとらえら

れない子には，手をはなした後のピストンの

動きの観察を何度か繰り返すことにより，変

化をとらえさせる。 
◎目盛りと手ごたえの大きさをシートに記録

させ，中の様子をイメージしたことをかかせ

る。（視点１） 
◆正しく実験を行い，分かったことをワークシ

ートに図と言葉でかくことができる。（ワー

クシート） 
学
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４ 学び合う 
○実験の結果の発表 
・ピストンをおすと空気の体積は小さくなる。 
・手ごたえがきつくなる。 
・手を放すともとに戻る。 
・中の空気の様子のイメージしたものを発表す

る。 

・実験の結果を発表し合わせ，より広く交流を

図りたい。 
◎特徴的なイメージ図を全体の場で見せ合い，

空気がおし縮められたり元に戻ろうとする

様子をよりはっきり学び合わせる。（視点２） 
◆ピストンをおすと空気の体積が小さくなり，

おし返す力は強くなることが分かる。（発言） 
ま

と

め

る 
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５ まとめる 
 
 
 
 
○容器に圧縮密閉した空気の重さを測定するこ

とで体積が小さくなることと元に戻るようす

を観察確認する。 
６ 学習をふりかえる 

◆分かったことの話し合いから，圧された空気

の２つの性質をまとめることができる。 
          （発言・ノート） 
 
・重さだけでなく圧縮でボトルに入った空気を

袋に移し視覚的にも確認させる。 
 
・振り返りを行い，分かったことや次時の学習

に期待することを発表させる。 

①空気は，おされると体積が小さくなる。 
②体積が小さくなるほど，空気のおし返す 
力は大きくなる。 



 
 


